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専
修
大
学
、
法
政
大
学
、

共
立
女
子
大
学
、
武
蔵
野
大

学
、
駒
澤
大
学
の
３
年
次
生

を
対
象
に
、
合
同
で
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ

ル
ー
プ
面
接
を
指
導
す
る
セ

ミ
ナ
ー
が
こ
の
ほ
ど
法
政
大

学
を
会
場
に
開
か
れ
、
３
日

間
で
約
３
０
０
人
の
学
生
が

参
加
し
た
（
３
月
３
日
∥
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
３
月
９
・
１０
日
∥
グ
ル

ー
プ
面
接
）。

本
学
か
ら
は
３
日
間
で
５０

人
が
参
加
。
グ
ル
ー
プ
面
接

に
参
加
し
た
田
伏
春
奈
さ
ん

（
法
３
）
に
「
他
流
試
合
」

の
感
想
を
聞
い
て
み
た
。「
緊

張
す
る
タ
イ
プ
な
の
で
、
他

大
学
の
学
生
と
一
緒
に
行
う

実
際
の
面
接
で
、
自
分
が
ど

の
よ
う
に
話
せ
る
の
か
を
試

し
た
い
と
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
自
己
Ｐ
Ｒ
で
は
、
す
ご

い
体
験
を
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
た
と
え
小
さ
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
も
飾
ら
ず
に
自

分
の
言
葉
で
熱
意
を
も
っ
て

話
せ
ば
、
人
間
性
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
他
大
学
の
学
生

か
ら
指
摘
を
受
け
た
『
人
の

話
を
聞
い
て
い
る
と
き
の
表

情
に
注
意
し
て
。
話
し
方
に

工
夫
を
』
と
い
っ
た
点
を
修

正
し
て
、
自
己
Ｐ
Ｒ
に
磨
き

を
か
け
今
後
の
活
動
に
臨
み

ま
す
」。

本
学
の
船
橋
慶
洋
就
職
課

長
は
、「
大
学
内
で
行
う
と
、

ど
う
し
て
も
内
弁
慶
に
な
っ

て
し
ま
う
。
他
大
学
の
学
生

と
接
す
る
こ
と
で
、
本
当
の

自
分
の
実
力
を
知
り
、
就
職

活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
な
る
と
考
え
、
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

た
。
参
加
者
は
意
識
の
高
い

学
生
が
多
か
っ
た
が
多
様
な

価
値
観
を
も
っ
た
他
大
学
の

学
生
と
、
よ
り
本
番
に
近
い

環
境
で
面
接
を
行
っ
た
こ
と

で
刺
激
を
受
け
、
一
歩
リ
ー

ド
し
た
の
で
は
な
い
か
。
厳

し
い
就
職
環
境
の
中
、
学
生

が
実
践
的
な
体
験
を
で
き
る

こ
の
よ
う
な
企
画
を
、
今
後

も
他
大
学
と
合
同
で
考
え
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

２
月
４
、
５
日
の
両
日
、
川
崎

市
の
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
た
「
川
崎
国
際
環
境
技
術
展
２

０
１
０
」
に
、
本
学
か
ら
も
情
報

科
学
研
究
所
（
所
長
∥
大
曽
根
匡

経
営
学
部
教
授
）
が
中
心
と
な
り

出
展
し
た
∥
写
真
。

「
３
Ｄ
防
災
ゲ
ー
ム
に
お
け
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
御
」
（
一
條

貴
彰
さ
ん
∥
大
学
院
経
営
学
研

究
科
・
大
曽
根
研
究
室
）、「
Ａ

Ｒ
（
拡
張
現
実
感
技
術
）
を
用

い
た
防
災
対
策
効
果
の
可
視

化
」（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

３
年
次
吉
田
・
飯
塚
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）、「
無
線
セ
ン
サ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
地
球
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
（
同
４

年
次
綿
貫
理
明
研
究
室
）
な
ど

情
報
通
信
技
術
、
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
で
環
境
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

５
つ
の
テ
ー
マ
を
展
示
し
た
。

３
Ｄ
防
災
ゲ
ー
ム
や
Ａ
Ｒ
は
、

小
中
学
生
の
関
心
を
集
め
、
企

業
関
係
者
か
ら
も
防
災
関
連
の
研

究
に
質
問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

地
球
環
境
問
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
「
環
境
問
題
を
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
日
ご
ろ
の
生
活

で
は
、
特
に
配
慮
し
て
い
る
と
自

信
を
持
っ
て
言
え
な
い
」
と
い
っ

た
状
況
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。

３
月
９
日
か
ら
１２
日
ま
で

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
情
報
処
理
学
会

創
立
５０
周
年
記
念
全
国
大
会

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

生
が
参
加
し
た
。
綿
貫
研
究

室
の
戸
口
裕
人
さ
ん
と
小
菅

拓
真
さ
ん
は
「
無
線
セ
ン
サ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
環
境

情
報
可
視
化
の
提
案
」を
、堀

越
永
幸
さ
ん
と
玉
井
達
也
さ

ん
（
４
年
次
）
は
「
モ
バ
イ

ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
マ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
技
術
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ

ム
環
境
意
見
投
稿
シ
ス
テ

ム
」
を
発
表
し
た
。

吉
田
・
飯
塚
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
３
年
次
の
土
屋
勇
人
さ

ん
、
浦
邉
真
寛
さ
ん
、
望
月

翔
さ
ん
は
、
「
拡
張
現
実
感

技
術
を
用
い
た
防
災
対
策
効

果
の
可
視
化
」
を
発
表
。
ま

た
、
２
０
０
８
年
度
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
福
原
和
貴
さ

ん
、
大
森
達
也
さ
ん
、
西
山

洋
平
さ
ん
は
、
昨
年
度
の
研

究
を
ま
と
め
「
ア
ド
オ
ン
型

W
e
b

M
o
s
a
i
c

V
i
e
w
e
r

の
構
築

川
崎
市
『
し
ん
ゆ

り
芸
術
の
ま
ち
』
へ
の
適
用

事
例
よ
り
」
を
、
同
じ
く
紺

野
賢
さ
ん
、
渡
辺
優
さ
ん
、

山
本
正
人
さ
ん
（
以
上
、
４

年
次
）
は
「
３
Ｄ
ゲ
ー
ム
に

よ
る
小
学
生
向
け
地
域
学
習

教
材
の
構
築
（
同
）
」
を
発

表
し
た
。

文
学
部
人
文
学
科
社
会
学

専
攻
４
年
次
生
の
優
秀
卒
業

論
文
発
表
会
が
１
月
２７
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
、
４
年
次
生
３
人
が
後
輩

学
生
ら
２
０
０
人
に
作
品
を

披
露
し
た
。
０９
年
度
専
修
大

学
社
会
学
会
（
川
上
周
三
会

長
）の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
。

同
専
攻
１０
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

指
導
教
員
が
選
ん
だ
代
表
論

文
を
、
さ
ら
に
大
学
院
生
が

審
査
し
優
秀
作
を
決
め
る
。

今
年
度
は
次
の
３
人
。

▽
新
井
謙
太
さ
ん
∥
写
真

中
央
∥
（
馬
場
純
子
ゼ
ミ
）

「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る

『
直
接
的
援
助
』
の
現
場
が

求
め
て
い
る
こ
と
―
知
的
障

害
者
福
祉
施
設
職
員
の
精
神

的
疲
弊
か
ら
」

▽
川
口
萌
恵
さ
ん
∥
同
右

∥
（
樋
口
博
美
ゼ
ミ
）
「
な

ぜ
日
本
人
は
宗
教
を
忌
避
す

る
の
か
―
天
理
教
か
ら
み
る

現
代
の
若
者
の
宗
教
観
」

▽
能
登
達
也
さ
ん
∥
同
左

∥
（
大
矢
根
淳
ゼ
ミ
）「
東
京

一
極
集
中
化
の
構
造
に
お
け

る
独
立
都
市
八
王
子
の
課
題

―
八
王
子
駅
南
口
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
を
対
象
と
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら

読
み
解
く
ま
ち
の
活
性
化
」

３
人
の
発
表
に
院
生
の
矢

崎
慶
太
郎
さ
ん（
博
士
後
期
）、

小
森
田
龍
生
さ
ん
（
修
士
）、

横
山
順
一
さ
ん
（
博
士
後

期
）
が
論
評
を
加
え
た
。

新
井
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
研
究
同
好
会
「
樹
々

の
会
」
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
て
お
り
、
社
会
福
祉
施
設

の
職
員
が
抱
え
る
問
題
を
追

求
し
た
。

「
宗
教
」
に
つ
い
て
切
り

込
ん
だ
川
口
さ
ん
は「
昨
夏
、

奈
良
県
の
天
理
教
本
部
を
訪

問
。
ご
く
普
通
の
若
者
が
信

心
深
く
活
動
し
て
い
る
点
に

興
味
を
持
っ
た
」
と
テ
ー
マ

の
発
想
に
つ
い
て
話
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
八
王
子
の

活
性
化
を
探
っ
た
能
登
さ
ん

は
「
自
分
の
町
の
歴
史
や
特

記
す
べ
き
点
を
自
覚
し
て
い

な
い
こ
と
に
深
く
感
じ
た
。

発
表
は
緊
張
し
た
が
、
い
い

経
験
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

軍
事
郵
便
を
読
み
解
き
、

戦
争
を
考
え
る
実
習
を
展
開

し
て
い
る
文
学
部
人
文
学
科

歴
史
学
専
攻
の
新
井
勝
紘
ゼ

ミ
生
（
伴
野
文
亮
ゼ
ミ
長
・

３
年
次
、
４０
人
）
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
「
お
は
よ
う
日

本
」
に
出
演
し
た
。
新
井
ゼ

ミ
の
活
動
の
様
子
は
こ
れ

ま
で
も
新
聞
な
ど
に
紹
介

さ
れ
、
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
撮
影
は
２
月

下
旬
に
数
日
間
行
わ
れ
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ゼ

ミ
風
景
や
、
軍
事
郵
便
を

た
く
さ
ん
保
管
し
て
い
る

元
兵
士
宅
を
新
井
教
授
や

学
生
た
ち
が
訪
ね
る
様
子
が

収
録
さ
れ
た
。
横
浜
や
東
京

・
新
宿
で
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
展
開
さ
れ
た
。

軍
事
郵
便
は
戦
時
中
、
出

征
中
の
兵
士
が
本
国
の
家
族

な
ど
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た

主
と
し
て
私
信
。
新
井
ゼ
ミ

が
読
み
進
め
て
い
る
手
紙
の

内
容
は
、
「
兵
士
が
家
族
や

知
人
を
気
遣
う
気
持
ち
に
あ

ふ
れ
て
い
る
」
（
新
井
教

授
）
も
の
で
、
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
戦
地
か
ら
の
手
紙

が
、
平
和
な
時
代
に
生
き
る

現
代
の
若
者
た
ち
に
ど
う
受

け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
、
カ
メ
ラ
が
丹
念
に
追
っ

た
。
同
ゼ
ミ
が
昨
年
刊
行
し

た
『
ケ
ー
タ
イ
世
代
が
「
軍

事
郵
便
」
を
読
む
』
も
紹
介

さ
れ
た
。

放
送
日
は
３
月
６
日
朝
、

関
東
甲
信
越
地
方
・
１
都
９

県
の
お
茶
の
間
に
流
れ
た
。

「
我
が
家
に
も
軍
事
郵
便
が

保
管
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、

新
井
教
授
の
元
に
は
連
日
、

反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
１１
月
に
は
、
専
修
大

学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

で
軍
事
郵
便
の
展
示
会
を
開

催
。
３
月
に
は
新
井
教
授
と

大
学
院
生
ら
８
人
が
高
知
入

り
。
『
戦
地
か
ら
土
佐
へ
の

手
紙
』
を
出
版
し
た
市
民
団

体
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
も
全
国

紙
な
ど
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
。

専
修
大
学
の
付
属
４
校
出

身
者
で
構
成
さ
れ
、
高
大
連

携
活
動
に
協
力
し
て
い
る

「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ
ｏ
の

会
」
と
日
髙
義
博
学
長
が
語

り
合
う
Ｔ
ｅ
ａ
パ
ー
テ
ィ
ー

が
３
月
２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
∥
写
真
。

学
生
の
自
己
紹
介
と
０９
年

度
の
活
動
報
告
な
ど
の
あ

と
、
取
り
組
ん
で
き
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
話
題
に
な
ご
や
か

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

▽日時＝４月１日（木）～２７日

（火）、１０時～１７時※休館日：日

曜、４月５日（月）▽場所＝生田キ

ャンパス９号館３階図書館▽問い

合わせ＝☎０４４（９１１）１２７４

校
友
落
語
家
・
立
川
談
修
さ
ん

「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
」
で
初
優
勝

落
語
家
の
立
川
談
修
さ
ん

（
平
７
法
）が
２
月
１１
日
に
東

京
・
四
谷
区
民
ホ
ー
ル
で
催

さ
れ
た
「
第
７
回
伝
統
芸
能

祭
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
」で
初
優
勝
し
た
。談
修

さ
ん
は
連
続
５
回
、
決
勝
ま

で
進
ん
だ
実
力
を
発
揮
し
、

応
援
に
か
け
つ
け
た
多
く
の

校
友
の
期
待
に
応
え
た
。

〈
相
模
原
支
部
〉

校
友
会
相
模
原
支
部
で

は
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
が

４
月
１
日
か
ら
全
国
１９
番
目

の
政
令
指
定
都
市
と
な
る
こ

と
を
記
念
し
、
初
の
試
み
と

し
て
「
模
擬
店
と
無
料
法
律

相
談
室
」
を
開
設
し
、
市
民

桜
ま
つ
り
に
参
加
す
る
。

▽
日
時
‥
４
月
３
日
（
土
）

１３
時
～
１７
時
、
４
日
（
日
）

１０
時
～
１７
時
▽
会
場
‥
相
模

原
市
中
央
、
市
役
所
さ
く
ら

通
り
。

須
藤

若
菜
さ
ん（
法
）

面
接
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
締
め
切

り
な
ど
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
大
変
な

時
期
で
し
た
。
面
接
で
は
飾
ら
な
い
方
が

い
い
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
良

く
見
せ
よ
う
と
思
っ

て
、
本
来
の
自
分
よ

り
も
大
き
い
こ
と
を

言
い
が
ち
で
す
が
、

結
局
、
結
果
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。
就

職
課
ス
タ
ッ
フ
に
模

擬
面
接
を
し
て
も
ら

い
「
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
表
現
し
て
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

て
か
ら
は
、
「
素
の

自
分
」
を
出
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

選
考
が
進
ん
で
い
く

友
人
た
ち
を
見
て
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
３
月
後
半
に
な
る
と
自
分

の
中
で
の
「
働
く
意
識
」
が
高
ま
り
、
結

果
が
伴
っ
て
く
る
と
、
自
信
に
つ
な
が
る

と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
、
４
月
か
ら
の

本
番
に
向
け
て
、
気
持
ち
の
準
備
が
整
い

ま
し
た
。

尾
前

千
尋
さ
ん
（
法
）

先
輩
か
ら
、
実
際
に
企
業
を
見
た
ほ
う

が
い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
た
の

で
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は
数
多
く
参
加
し
ま
し

た
。
面
接
で
は
、
思
っ
た
こ
と
を
存
分
に

話
す
こ
と
が
で
き
、
自

分
で
は
満
足
し
て
い
ま

し
た
が
、
「
も
っ
と
短

く
ま
と
め
て
」
と
注
意

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
と
き

で
も
落
ち
込
ま
ず
、「
い

い
経
験
が
で
き
た
」
と

考
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
シ
ン
キ
ン
グ
」
が
私

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
。
悩
ん
だ
と
き
も
自

分
で
解
決
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、

４
月
に
な
っ
て
重
複
内
定
が
出
た
と
き

は
、
２
週
間
ほ
ど
「
内
定
ブ
ル
ー
」
状
態

に
。
就
職
課
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
し
な
が

ら
、
「
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
な
の

か
」
を
突
き
詰
め
て
考
え
、
当
初
か
ら
希

望
し
て
い
た
メ
ー
カ
ー
の
営
業
に
決
め
ま

し
た
。

『
ザ
・
他
流
試
合
！
』

４
年
次
生
が
後
輩
に
力
作
披
露

他
大
学
と
合
同
で
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

川川崎崎国国際際環環境境技技術術展展でで研研究究成成果果をを公公開開

社
会
学
専
攻
優
秀
卒
業
論
文

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
に
出
演

反
響
呼
ぶ

軍
事
郵
便
を
読
む
新
井
勝
紘
ゼ
ミ

▲ ロケ中の新井ゼミ

情

報

理

学

会

処

５０
周
年
記
念
全
国
大
会

▲ 他大学の学生とグループ面接を受け、本番さ

ながらの緊張感を体験（３月９日、法政大学で）

日髙学長と語り合う
Ｈｉ・Ｙｏ・Ｃｏの会

図図書書館館企企画画展展「「書書物物のの美美ににふふれれるる

――西西洋洋ににおおけけるる装装飾飾術術のの継継承承――」」
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